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タイトル「そやとこと！」の由来
相手の話に、「そう、そのとおり」と、同感の気持
ちをもって受け答えするときのことばや態度です。
お互いに思いやりをもって、交流を深めたい。
そんな願いを込めてサブタイトルにしました。

ミコト君
［古代バージョン］

上手につけるかな（千里浜町白山子ども会もちつき大会=千里浜公民館）
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　４月から健康診査の実施主体が、各医療保険
者（ご加入の健康保険＝国民健康保険、社会保
険、健康保険組合など）に変わります。
　これまで羽咋市が実施していた﹁基本健康
診査﹂は、平成20年度からは、﹁特定健康診査﹂
と ﹁特定保健指導﹂として各医療保険者にその
実施が義務付けられます。
　今月号では、新しい健康診査制度と保健指導
についてお知らせします。

特定健康診査・特定保健指導とは
　糖尿病や高脂血症、高血圧など生活習慣病は、増え
続けており、死亡原因の６割を占めています。生活習
慣病に一番大きく影響しているのが、メタボリックシ
ンドロームといわれる内臓脂肪症候群です。
　そこで、生活習慣病をより効果的に予防するため
に、40歳から74歳までのすべての方を対象に、平成
20年度から新しく﹁特定健康診査・特定保健指導﹂
が始まります。

昨年の市民健診会場
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特定健康診査の対象になる方は
　医療保険に加入している40歳から74歳までのすべての方が対象です。

＜４月からの健診案内の流れ＞

39歳以下の方
※羽咋市民（加入保険問わず）、
職場などで健診機会のない方

75歳以上の方
※４月から後期高齢者医療制度に
加入します

羽咋市が行う集団健診を受けることができ
ます。広報などでお知らせしますので、希
望者は申し込みをしてください。﹁受診券﹂
を送ります。

これまでどおり、各公民館など集団健診ま
たは、指定医療機関などで受診することが
できます。
羽咋市から﹁受診券﹂が届きます。40 ～ 74歳の方

羽咋市国民健康保険に
加入の方

国民健康保険以外（社
会保険、健康保険組合
など）に加入の方
＊ただし、お勤めの方は、
これまでどおり事業主が
健診を実施します

それぞれの医療保険者が健診を実施しま
す。﹁受診券﹂やお知らせが届きますので
確認してください。

これまでどおり、各公民館など集団健診ま
たは、指定医療機関などで受診することが
できます。
羽咋市から﹁申込書﹂が届きますので、生
活習慣病で治療している方を除き、健診を
希望される方は申し込みをしてください。
﹁受診券﹂を送ります

　健診を受ける時は､  ﹁受診券﹂と ﹁健康保険証﹂が必要となり
ますので、ご注意ください。
　がん検診（肺・胃・前立腺・乳・子宮）や肝炎ウイルス検診に
ついては、これまでどおり、羽咋市が実施します。実施時期は、
秋を予定していますので、間違えないようお願いします。

特定健康診査の対象
にならない方
　妊産婦や長期入院者、海
外在住者などは対象になり
ません。

日ごろの生活をもう一度見直しましょう
　メタボリックシンドロームを予防 ･ 解消するには、その原因となる内
臓脂肪を減らさなければなりません。内臓脂肪は、食事で摂取したカロ
リーが運動などで消費するカロリーよりも多いとたまります。
　メタボリックシンドロームを予防 ･ 解消するには、食生活を見直し、
体を積極的に動かすことが必要です。

＊不適切な食生活
　（エネルギー・食塩・
　 脂肪の過剰摂取）
＊運動不足
＊喫煙
＊過度の飲酒
＊過度のストレス

栄
養
素
を
使
い
切
れ
ず
余
る
と
？

・中性脂肪や LDL（悪玉）
コレステロールがたま
り脂肪肝になる。

・血管内に脂肪がたまり動
脈硬化が進む。

・内臓脂肪の蓄積は、イ
ンスリンの働きを悪く
し、血糖が高くなる。

運動不足を解消しよう
・生活活動のアップに努める
　　ウオーキング、階段昇降、掃
除など体を動かす機会を増やしま
しょう。

・継続的に運動する
　　蓄積した内臓脂肪を減らすには
﹁ややきつい﹂と感じる強さを目安
に運動を続けましょう。

食生活を改善しよう
・ゆっくりかんで、腹八分目を心が
ける

・寝る前2～3時間前には食べ終える
・野菜や海藻類を多く食べる
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今までとどこが違うの
　これまでは､病気の早期発見・治療を目的として､病気ごとの指導や医療機関への受診を勧めるのが中心でした｡
　﹁特定健康診査﹂は、メタボリックシンドロームに着目した検査項目となり、内臓脂肪の解消や糖尿病などの予
防を目的とした﹁特定保健指導﹂を行います。メタボリックシンドロームのリスク要因の個数により、生活習慣改
善指導の必要レベルを判定します。

＜特定保健指導の選定基準＞

内臓脂肪蓄積リスク
腹囲　男性85㎝以上、女性90㎝以上

または
体格　BMI※（体格指数）25以上

追加リスク
　上記項目に加え、下のうち１項目以上が該当すれば特定保健指導の対象になります。

高血糖
空腹時血糖 100mg/dl 以上

高血圧
最高血圧 130mmHg 以上または
最低血圧   85mmHg 以上 

脂質異常
中性脂肪 150mg/dl 以上
HDLコレステロール  40mg/dl 未満

＜特定健康診査・特定保健指導の流れ＞

特定健康診査・特定保健指導についての問い合わせ　　市健康福祉課・健康推進係（☎22・1115）

結果に
基づき

生活習慣の
改善の必要性が
低い人

生活習慣の
改善の必要性が
中程度の人

生活習慣の
改善の必要性が
高い人

治療が必要な人

健診結果の見
方や健康づく
りのための情
報を提供しま
す。

情報提供
特定保健指導

動機づけ支援

積極的支援

医療機関への受診を勧めます

面談 ( １回 ) を行い、生活習慣の改
善点や実践できる行動など自ら目
標を設定し、行動できるように支
援します。

健診判定の改善に向け、実践できる
目標を選択し、継続的に実行できる
ように3～6か月間支援します。

健診をこれからに生かそう
・生活習慣病が増加するのは40歳代からです。受診対象年齢(40歳)になったら特定健康診査を受けましょう。
・前年の検査結果と比べることで、健診の数値の変化などを早期にチェックすることができます。年に１回定期的

に受けましょう。
・保健指導の必要がないと判定された人でも、健診結果をよく見て、数値の動きなど気になる点があれば積極的に

生活習慣の改善をしましょう。

※BMI=体重 (㎏)÷身長 (ｍ)÷身長 (ｍ)



健診結果を見直しましょう�
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市健康福祉課・健康推進係（☎22・1115）

　昨年５月から７月にかけて行われ
た基本健康診査では、1,592人の方
が集団健診を受けました。
　結果は﹁異常なし﹂が110人、食
事や運動など生活指導が必要な﹁要
指導﹂が717人、受診が必要な﹁要医
療﹂が765人で、健康な方は１割弱
でした｡（資料１）

男性に多い内臓脂肪型肥満
　内臓脂肪型肥満かどうかの目安項
目﹁腹囲﹂では、異常値男性85㎝
以上は２人に１人(46.8%)、特に39
歳以下の若い人に目立ちました。女
性90cm以上は５人に１人(21.3%)で、
高齢者に多く見られました。

悪玉コレステロールにご注意
　検査項目で見ると、男性は、血
糖・尿酸・LDL（悪玉）コレステ
ロール異常値が重複している人が非
常に多く見られ、血管を傷つけ動
脈硬化を促進させる状態になってい
ます。また、50～60歳代の女性に、
LDLコレステロール値が高い人が

多くなっています。

生活習慣の乱れが原因
　原因は、摂取カロリーの過剰が考
えられ、食べすぎ・アルコールの飲
みすぎ・運動不足などの生活習慣の
見直しが必要です。

予防と早期発見で医療費の節減を� 市総合窓口課・国保年金係（☎22・7194）

　市の国民健康保険に加入している人は、平成19年12月末日現在、
市民の約36.8％にあたる9,062人（世帯数では57.8％）です。国民
健康保険は、医療保険制度として医療費に対する保険給付や、健康
保持・増進などに大きな役割を果たしています。
　羽咋市の国民健康保険加入者は、どんな病気で医療機関にかかっ
ているのでしょうか。

　平成19年５月分の医療費を疾病分類別の
入院で見てみると、一般被保険者および退
職被保険者では、精神および行動の障害が
18％、循環器系（高血圧・虚血性心疾患・
脳動脈硬化など）が17％、新生物（がん系）
が16％、内分泌系（糖尿病など）が６％で、
これらが全体の57％を占めています。
　老人保健該当者（75歳以上の方）では循
環器系が34％、新生物が11％、内分泌系が
８％、神経系（アルツハイマー病など）が
７％で、上位４つの疾患で全体の60％にな
ります。
　病気は、予防と早期発見・早期治療が大
切です。市民健診、健康相談、人間ドック・
脳ドックなどを受けることも、自分の体調
管理の目安となり健康を守る方法のひとつ
です。

上位５疾病の割合 ( 国保一般・退職 ） 上位５疾病の割合 ( 国保老人 ）

国保加入者・疾病別医療費割合グラフ

総合判定結果（資料1）

資料２　平成19年度市民健診有所見者状況（基準値を超えている割合）（集団健診分 )	

性
別 年齢

摂取カロリーの過剰を示す項目 血管を傷つける原因を示す項目 その他の動脈硬
化の危険因子

項目 腹囲 ＢＭＩ 中性脂肪 HDL
コレステロール

空腹時血糖
または
HbA1c

尿酸 血圧 LDL
コレステロール

基準値外
受診数

男85以上
女90以上

25以上 150以上 40未満
100以上また
は5.2以上

7.0以上
最 高130以 上 ま
たは最低85以上

120以上

男

39歳以下 26人 58％ 38％ 35％ 8％ 38％ 27％ 35％ 27％
40歳代 40人 38％ 28％ 28％ 13％ 53％ 35％ 38％ 65％
50歳代 100人 43％ 26％ 35％ 12％ 62％ 24％ 54％ 52％
60歳代 203人 49％ 23％ 29％ 7％ 45％ 21％ 55％ 48％
70 ～ 74歳 73人 49％ 25％ 21％ 10％ 40％ 63％ 41％
75歳以上 47人 43％ 19％ 13％ 13％ 37％ 64％ 43％

女

39歳以下 128人 5％ 8％ 5％ 1％ 26％ 0％ 2％ 23％
40歳代 141人 16％ 14％ 9％ 1％ 40％ 1％ 12％ 33％
50歳代 260人 21％ 18％ 16％ 1％ 68％ 1％ 18％ 67％
60歳代 412人 25％ 23％ 16％ 3％ 40％ 2％ 26％ 63％
70 ～ 74歳 115人 30％ 25％ 15％ 4％ 21％ 31％ 58％
75歳以上 47人 34％ 34％ 13％ 4％ 18％ 36％ 63％

■は、有所見者の割合が特に高い年代
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　生活の基盤を支える医療や年金などの社会保障制度。この制度が人口の少子高齢化の進展に伴い、国全体
で深刻な課題となっています。特に高齢者の医療費は増加傾向であり、制度を支える現役世代の負担増が懸
念されています。
　このような中、皆さんが安心して医療を受けられるために、平成18年﹁医療制度改革﹂が行われ、今年
の４月から医療保険の内容が変わることとなります。
　今月号では変更の内容についてお知らせします。

○小学校入学前の子どもまで自己負担割合は﹁２割﹂となります
　　現在、﹁３歳未満﹂の乳幼児の医療費は２割負担となっていますが、﹁義務教育就学前﹂までに拡大されます。

平成20年３月31日まで

３歳未満の乳幼児

２割負担

平成20年４月１日から

　義務教育就学前までの子
　（６歳に達する日以降の
　　　　最初の３月31日まで）

２割負担

改 正

○70歳以上75歳未満の人の自己負担割合は、１年間﹁１割﹂に据え置かれます
　　制度改正により、平成20年４月から70歳以上75歳未満の人の医療機関などの窓口負担（自己負担割合）は﹁２割

負担﹂となる予定でしたが、平成21年３月までの１年間は﹁１割負担﹂に据え置かれることになりました。(ただ
し、現役並みの所得があると判定された人の自己負担割合は３割です｡）

○退職者医療制度の対象年齢が65歳未満になります
　　会社などを退職して国民健康保険に加入し、厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の人とその被扶養
　者は退職者医療制度で医療を受けていましたが、その対象年齢が65歳未満までになります。65歳になった翌月
（１日生まれの人は当月）から、一般の国民健康保険となります。

平成20年３月31日まで

75歳未満
退職者医療制度

改 正
平成20年４月１日から

65歳未満
退職者医療制度

○療養病床入院時の﹁食費・居住費﹂負担の対象年齢が65歳以上になります
　　70歳以上の人が病院などの療養病床に入院した場合、食費と居住費を自己負担

していましたが、平成20年４月からその対象年齢が65歳以上となります。

平成20年３月31日まで

70歳以上
療養病床入院時の食事・居住費負担

改 正
平成20年４月１日から

65歳以上
療養病床入院時の食事・居住費負担



No.669  2008年3月  広報はくい　�

○高額医療・高額介護合算制度が創設されます
　　医療費の自己負担限度額と介護サービスの利用料が合算できるようになります。医療保険・介護保険のそれ

ぞれの限度額を適用後、年間の自己負担額を合算して下記の自己負担限度額を超えた分が、申請することによ
り﹁高額介護合算療養費﹂として支給されます。
【高額介護合算療養費の自己負担限度額(年額)】                                          

所 得 区 分 70歳未満 70歳以上75歳未満 75歳以上
上位所得者（現役並み所得者） １２６万円 ６７万円 ６７万円
一般 ６７万円 ６２万円 ５６万円
低所得者Ⅱ ３４万円 ３１万円 ３１万円
低所得者Ⅰ ３４万円 １９万円 １９万円
※年額の期間は、毎年８月から翌年７月までです。ただし、平成20年４月から同年７月までの分は、平成20年８月から平成21年

７月までの分として合算した金額に対して限度額を超えた場合に支給されます。

○40歳以上75歳未満の人を対象に、特定健康診査・特定保健指導が始まります
　　平成20年４月から、40歳以上75歳未満の被保険者を対象に、糖尿病、高血圧、高脂血症などの生活習慣病対策

を行うためメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診と保健指導（特定健康診査と特定保健
指導）を実施します。
※詳細については、２㌻﹁４月から特定健康診査・特定保健指導が始まります﹂をご覧ください。

●保険証、高齢受給者証、限度額適用認定証などについて
　　制度改正により、保険証（被保険者証）、高齢受給者証、

限度額適用認定証などの記載内容に変更がある人には、３月
末までに市から新しいものを郵送します。

　　４月からは、郵送されてきた保険証、高齢受給者証、限度
額適用認定書などを医療機関の窓口に必ず提示ください。

【問い合わせ】　市総合窓口課・国保年金係または医療制度改革推進室（☎22・7194）

○75歳以上の人は、後期高齢者医療制度で医療を受けることとなります
　　75歳以上（一定以上の障害のある人は65歳以上）の人は、４月から﹁後期高齢者医療制度﹂の被保険者となり

ます。保険証（後期高齢者医療被保険者証）は一人ひとりが持つこととなります。
　　３月末に石川県後期高齢者医療広域連合から保険証などが送付されます。４月以降、医療機関などで受診され

る場合は、送付されてきた保険証などを必ず提示ください
【ご注意ください】
　　75歳以上の人は今まで﹁保険証﹂と﹁老人保健医療受給者証﹂を医療機関の窓口に提示していましたが、4月

からは、﹁後期高齢者医療被保険者証﹂のみを提示していただくことになります。
　　現在お持ちの﹁保険証﹂と﹁老人保健医療受給者証﹂は使用できなくなりますので、市総合窓口課または医療

機関窓口へ返却してください。

平成20年３月31日まで

・保険証
・老人保健医療受給者証

平成20年４月１日から

・保険証
・老人保健医療受給者証

平成20年４月１日から

後期高齢者医療被保険者証

代わりに












































